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〈論文〉
認知スタンスの言語使用に対する影響について 1
―中国人日本語学習者が使う日本語を例に―
趙華敏（北京大学）
キーワード：認知スタンス　言語使用　「私」の有無　事態の内と外　　授受表現
【要旨】　認知言語学研究の発展は従来の言語研究と違う角度から言語の本質と特徴を解釈し、言語を記述・分析する
手がかりをもたらしてきた。その研究方法は母語を対象として記述する場合ばかりでなく、外国人がその国の言葉を
使うときに生じる違和感を分析するにも有用である。
　本論文では、中国人日本語学習者が日本語を使うときにしばしば現れる「あれっ」と思われるような不自然さを認
知言語学の立場から分析して、以下の結論が得られた。①認知スタンスが事態把握の型を決定する。②中国語は主客
対立的な事態把握型の言語で、記述対象の事態の外からそれを語る。③中国人日本語学習者の「私」の多用、無生物
を主語にする語り方、授受表現の不使用など、日本語母語話者に違和感を感じさせる使い方は主客対立的な事態把握
と大いに関係がある。
1. はじめに
　認知言語学研究の発展は従来の言語研究と違う角度から言語の本質と特徴を解釈し、言語を記述・分析する手がか
りをもたらしてきた。その研究方法は母語を対象として記述する場合ばかりでなく、外国人がその国の言葉を使うと
きに生じる違和感を分析するにも有用である。
　本論文では、中国人日本語学習者が日本語を使うときにしばしば現れる「あれっ」と思われるような不自然さを認
知言語学の立場から分析しようと思う。
　次の例を見よう。
　（1）私は李と申します。
　（2）日本での生活はきっと私の日本語を上手にならせると思います。
　（3）息子は恐竜好きで，誕生日に祖母が買ってあげた恐竜の絵が入ったシャツがもう死ぬほど気に入っている。
　（1）は中国人日本語学習者が自己紹介をするときの定番のようなものである。筆者の観察では、中国で 5、6 年日
本語を勉強した学習者でも、特に注意していなければ、しばしば出てくる使い方である。「私」を言わなければ落ち
着かないようである。
　（2）は翻訳調を匂わせる表現で、日本語母語話者が馴染まない言い方である。
　（3）は中国人日本語学習者をさんざん悩ませる授受表現の例である。日本語母語話者が「祖母が買ってくれた」「祖
母に買ってもらった」と表現するところを、中国人日本語学習者では「祖母が買ってあげた」と表現する問題である。
あるいは、授受表現の不使用になる「祖母が買った」と表現するのも珍しくないだろう。
　一見別々の問題のようだが、認知言語学の「事態把握」の型と密接な関係がある。本論文ではこのような認知スタ
ンスの言語使用に対する影響の立場から、上のような現象を分析してみたい。
2. 先行研究と本論の立場
　『認知言語学キーワード事典』（2002）の「解釈／捉え方（construal）、解釈する（construe）」の項で、次のように
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定義されている。「『解釈』とは、発話のプロセスにおいて把捉事態を分節し、意味あるものとして構築する創造的な
営みを言う。解釈の仕方を特に『捉え方』と呼び、専門用語として用いる」。
　池上（2009）ではこの「解釈／捉え方（construal）、解釈する（construe）」のことを事態把握といって、多くの研
究で言及している。池上（2012）では、事態把握の仕方に関して、大きく分けて＜主客合一＞的な事態把握と＜主客
対立＞的な事態把握 2 があると述べ、両者の定義を以下のように指摘されている。
　＜主客合一＞的なスタンスでの事態把握は「話者が言語化しようとする事態内に身を置き、当事者として体験的に
事態把握する場合。実際には問題の事態の内に身を置いていない場合であっても、話者は（心理的な自己投入を経て）
問題の事態の内に入り込み、あたかもそこに臨場する当事者であるかのように体験的に事態把握する。」
　＜主客対立＞的なスタンスでの事態把握は「話者が言語化しようとする事態の外に身を置き、傍観者、ないし観察
者として客観的に事態把握をする場合、実際には問題の事態の中に身をおいている場合であっても、話者は（心理的
な自己分裂を経て）自らの分身の一つを事態の外に移動させ、そこから傍観者、ないし、観察者であるかのように
（自らのもう一つの分身が残ったままになっている事態を）外から客観的に事態把握する。」
　日本語話者の場合は、＜主客合一＞的な事態把握を取りやすいから、＜自己投入＞の認知的営みもより容易に実行
する。一方、中国語の場合、「中国語話者のスタンスは英語話者に近い印象を受ける」と述べられている。
　この日本語の主観的把握については、池上（2005）ではすでに Langacker の主観的把握の考え方について補足な
いし手直しとして「日本語話者としての立場からの枠組み修正の試み」として、次のように述べている。「日本語の
――とりわけ英語のような言語との対比を特に強調するという――立場からするならば、むしろ〈主観的〉な事態把
握のほうが言語化を意図しての事態把握の基本的な――プロトタイプといってよい――形式ではないかということで
ある。」
　上原（2001）では言語類型論のための主観性に関する言語表現の（代表的な）3 タイプとして、ⅰ移動表現、ⅱ人
の内的状態を表す表現、ⅲ聞き手に対する心的距離を表す表現を考察し、次のような結果を出している。
　ⅰ移動表現に関しては、日本語はより主観的で、英語はより客観的なほうに近い。中国語は英語ほど客観的ではな
いが、日本語よりかなり客観的なほうにあるようだ 3。
　ⅱ人の内的状態を表す表現に関しては、日本語はより主観的で、英語はより客観的になっている。中国語は英語と
同じように客観的だと位置づけているようだ 4。
　ⅲ聞き手に対する心的距離を表す表現に関しては、日本語はより主観的で、英語はより客観的なほうに近い。中国
語は英語ほど客観的ではないが、日本語よりかなり客観的なほうにある 5。
　広瀬（2012）では、言語使用は「状況把握」（私的自己による思いの形成）、「状況報告」（公的自己による思いの伝
達）、「対人関係」（公的自己による聞き手への配慮）という三つの層からなり、言語のもつ「自己中心性」が公的自
己にあるか、私的自己にあるかによって、三つの層の組み合わせが異なるという言語使用の三層モデルを出してい
る。
　公的自己中心の英語では、通常、状況把握と状況報告が一体化し、それに対人関係の層が付加される。状況把握と
状況報告が一体化するということは、状況を報告する状況外の視点が優先されるということであり、話し手は、報告
上必要なことはできるだけ言語化することになる。私的自己中心の日本語では、通常、状況把握が状況報告および対
人関係から独立している。したがって、状況把握においては、話し手は自由に状況の中に身をおき、状況内から状況
を捉えることができ、また、すでに自分の意識の中に確立していることは言語化する必要はない。
　上の先行研究で引用した池上氏の日本語話者の＜主客合一＞的な事態把握と英語話者の＜主客対立＞的な事態把握
は以下のように図示できるだろう。
－ 16 －
図 1　「主客合一的把握」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
図 2　「主客対立的把握」
　　　　　　
　　　　　　　　　話者：言語主体
　　　　　　　　　事態：把握の対象
　　　　　　　　　　　　：言語表現の表示範囲
　　　　　　　　　　　　：把握の方法
　以上をまとめると、事態の捉え方では大きく分けて主観的と客観的にわけることができ、日本語は主観的なほうに
属し、英語は客観的なほうに属されると一般的に認められているが、中国語に関しては、まだ定かではないところが
ある。
　事態把握のことを語るときによく上げられる『雪国』の冒頭の翻訳例をもう一度見よう。
　日本語：国境の長いトンネルを抜けると雪国であった｡
　英語：The  train  came  out  the  long  tunnel  into  the  snow  country.
 Translated  by  EDWARD G. SEIDENSTICKER
　中国語 1：穿过　　　　县界　　　长长的隧道，　　便是　　　　雪国。　　　　（叶渭渠）
　　　　　　抜ける　　　国境　　　長いトンネル　である　　　雪国
　中国語 2：穿过　　　　县界上　　　　长长的隧道，　　　便是　　  雪国。　　　（高慧琴）
　　　　　抜ける　　　　国境にある　　長いトンネル　　である　　雪国
　ここで議論の焦点になるこの文の主語は列車なのか、列車に乗っている主人公の目から見た情景なのかについて
は、日中では偶然の一致になっている。このように、中国語は日本語と同じように主客合一的把握もすれば、英語の
ように主客対立的把握もするので、中国人日本語学習者が日本語を使う際、余計に混乱してしまう。
　これまでの研究では、日本語は「主観的」で、英語は「客観的」であり、中国語は英語に近いという見方が主流に
なっている。筆者も同感を持ち、すでに発表した論文の中で「『事態把握』の仕方による両言語の差異が中国語母語
話者の日本語の運用に影響をもたらしている」（2014）と思っている。
　次節ではその言語的証拠をあげながら分析し、認知スタンスの相違による中国人日本語学習者の言語使用への影響
を明らかにしたい。
話者
事態
話者
話者 事態
－ 17 －
3. 中国人日本語学習者が使う日本語の例
　「はじめに」で言及したように、中国人日本語学習者の使う日本語を観察していると、文法や語彙の問題をクリア
した学習者でも、日本人母語話者の日本語としっくりいかない問題がある。本節では、その実例を見てみたい。
3.1　「私」の有無
　事態把握は主観的か、あるいは客観的かによって、話の中で話し手の「自我」がどのように存在するかを決める。
主観的な言語では話し手が自分のことを事態の中に投入して語るので、自分のことが現れた言語形式の中に見えなく
なる。わざわざ「私」を有標にする場合はかえって特別な意味が帯びてくるのである。
　（1）の「私は李と申します」に対しては、日本語母語話者なら、「森と申します」はもっともふつうの自己紹介に
なるだろう。
次の例を見よう。
　（4）①私は一年生より日本語を一生懸命勉強してきました。四年間ぐらいの勉強を通して、②私は日本語の読み書
き能力は絶えずに上達してきました。今、③私は一級能力試験に合格して、日本人との会話は問題ないと思います。
そして、④私は大学でいろいろな日本語コーナの活動によく参加しています。例と申しますと、去年、⑤私は担当者
として、日本文化祭りという活動を行いました。その祭りは学生にたいへん受けられました。また、二年生の夏休み、
⑥私は日本からの大学生と一緒に植林したことがあります。その活動によって、⑦私は自分の能力を活かしたいとい
う気持ちがもっと強くなりました。そして、私の英語の能力にも自信があります。今、⑧私はもう CET4 と CET6
に合格して、もし学生の中に、英語を母国語としている学生があったら、彼らとの交流は問題ないと思います。
　（5）今まで、①私はよくいろいろな日本人との交流活動に参加しました。例えば、日本企業の成員との交流会や日
本人にキャンパスを案内することなど。参加したことだけでなく、②私は国際交流活動を企画したこともあります。
二年生の時中日交流協会の宣伝部副部長をやっていました。日本文化や日本歴史に関する講座を企画し、行ったこと
もあります。講座は大成功しました。参加した人は非常に多く、大変いい評価を得ました。このような経験によって、
③私は自分の責任感と明るい性格を培うことができました。
　（4）と（5）は筆者が担当する三年生前半の「日本語の作文」の授業での学生の自己 PR の例から取ったものである。
日本語そのものの適切でない部分をここで無視することにし、「私」の有無を検討の課題にしよう。筆者の判断では、
（4）も（5）も①以下の「私は」は全部削除しても、いっこう意味の伝達には差し支えないだろう。
3.2　事態の内にいる自分と外にいる自分　
　（6）大阪大学での一コマの授業は私の考え方を変えたきっかけになりました。
　（7）このような経験は私の責任感と明るい性格を培いました。
　「はじめに」の（2）と一脈通じる使い方である。学部 3 年生の日本語の作文の授業に出た例である。日本語母語話
者なら、おそらく次のように違う角度から表現するのがふつうだろう。
　（6´）私の考え方は大阪大学での一コマの授業によって変わった。
　（7´）私はこのような経験を通じて責任感と明るい性格を持つようになった。
　（8）豊かな社会経験は、私に視野を広げさせ、能力を鍛えさせ、友達を作らせ、本に載っていない知識を教えてく
れました。
　学部 3 年生がインターンシップを語る感想の冒頭の文である。同じ意味のことを日本語母語話者に書いてもらった
ら、次のような文が返ってきた。
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　（8´）社会で働く経験を多くすることによって、私は視野が広がり、（さまざまな）能力も身につき、また友人も
できた。そして、本では得られない知識も得ることが出来た。
　両方は次のようなところで違っていると言えよう。
　（8）は「豊かな社会経験は」によって、インターンシップを一つの事態として語ることになっているのに対して、
（8´）は「私は視野が広がり」によって、インターンシップという事態の中にいて自分の体験を語るイメージを作り
出している。
　次は翻訳の授業で出た例である。
　
　（9）①从这家人的楼窗望出去，可以望见好大一片市区。／家の窓から眺めると、市内の町並みが一面に広がる。……
　　　②这是个周末的夜晚，……／週末の夜、……6。
 『漢日翻訳教程』苏琦　编著 商務印書館 1994：298 － 299）
　読みやすいように、中日の対応になっているところを示しておく。
　　　①从　　　这家人的　　楼窗　　望出去
　　　　から　　この家の　　窓　　　眺める　→家の窓から眺める 7
　　　②这　　　是　　　个　　周末的　　夜晚
　　　　これ　　だ　　　一つ　週末の　　夜　→週末の夜
　6 名の修士課程の学生が翻訳したが、申し合わせたように次の翻訳が返ってきている。
　翻訳参考訳の①「家の窓から眺めると」に対して、学生の訳では次のようになっている。
　① a. この家の窓から眺めると
　　b. この一家の窓から眺めたら
　　c. この家の窓から外を眺めると
　　d. その家の窓から眺めると
　　e. ある家庭の窓から眺めると
　　f. ビルにあるこの家の窓から見渡したら
のように、どれも「家」の前に「こ・そ・あ」のどれかがついている。参考訳と比べれば、「こ・そ・あ」がつくこ
とによって、話者が離れたところから物語る感じが強くなっていることが分かる。
　②では学生の訳がまた参考訳と大きな違いが見られた。
　　a. とある週末の夜のことである。
　　b. ある週末の夜
　　c. それはある週末の夜である。
　　d. 今夜は週末だから
　　e. ある週末の夜だった。
　　f. ある週末の夜だった。
のように、中国語には「这是个／これは一つの」があったから、やはり「ある週末の……だった」、「それは……だっ
た」、「今夜は……だった」と、話者の視点を押さえておかなければ落ち着かないようである。
　（6）（7）（8）は話者自身のことを語る文だが、日本語母語話者のように自分のことを事態の中に投入して語るので
はなく、一歩離れて、話者自身のことをあたかも他人のことのように語るのが中国人日本語学習者のやり方になる。
日本語母語話者が聞く場合、違和感を感じるのである。
　（9）は本来、第 3 人称の小説で、語り手は自分の見たことを語るのだが、参考例の翻訳は主客合一のやり方で翻訳
されている。学生は完全に第 3 人称のやり方で翻訳している。このほうがむしろ中国人日本語学習者にとっては当た
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り前の語り方になっている。
3.3　授受表現の誤用と不使用
　授受表現は従来、中国人日本語学習者にとって難しい学習事項の一つである。なぜ、どこが、どのように難しいか
については、たくさんの先行研究で議論されているが、認知スタンスの角度からの研究は、管見の限り、まだ少ない
ようである。
　上の例を再掲し、問題のありかをみよう。
　（3）息子は恐竜好きで，誕生日に祖母が買ってあげた恐竜の絵が入ったシャツがもう死ぬほど気に入っている。
　中国母語話者の認知スタンスから考えれば、このような述べ方はごく普通の成り行きになる。というのは、語り手
は「息子が祖母から得られた恐竜の絵が入ったシャツがもう死ぬほど気に入っている」ことを伝えることが目的で、
外側から見た場合は「祖母が買ってあげた」ことになる。しかし、日本語母語話者ならば、語り手は「息子」と同じ
立場に立って、「祖母が買ってくれた」ことをありがたく思っている。その気持ちを伝えるために考えられる言い方
は次のようになるだろう。
　（3´）息子は恐竜好きで，誕生日に祖母が買ってくれた恐竜の絵が入ったシャツがもう死ぬほど気に入っている。
　あるいは、語り手は「息子」と同じ立場に立って、「祖母に買ってもらった」ともいえる。
　（3´´）息子は恐竜好きで，誕生日に祖母に買ってもらった恐竜の絵が入ったシャツがもう死ぬほど気に入ってい
る。
　以上は授受表現の誤用であるが、授受表現の不使用については、筆者が担当する翻訳コースの修士の授業で出た用
例を見よう。
　（10）有资料表明，每天最少跟父亲互相接触两小时的孩子，与每周跟父亲玩的时间不超过六小时的孩子相比，不仅
智力发达，而且也能跟小朋友友好相处。／参考訳：お父さんが一日最低二時間は子どもとつきあい、一緒に遊んでく
れる子どもは、週に六時間以下しか、お父さんと遊んでもらえない子どもに比べると、知能が高いばかりでなく、友
だちに好意をもって迎えられるとのデータがあります。
　焦点は「跟父亲玩／お父さんと遊んでもらえる」にある。
　学生の日本語訳は次のようになっている。
　①データによりますと、毎日父親と少なくとも 2 時間を接触する子供は毎週父親と 6 時間も遊ばない子供より知力
が発達だけではなく、子供たちとの仲も良くことが明らかにします。
　②少なくとも二時間接触する子供は、毎週父とせいぜい六時間接触する子供より、知力の発だけでなく、子供と仲
間よく付き合うことができるとある資料が表明します。
　③資料によると、一週ごとに父親と遊ぶ時間が６時間に達していない子どもたちに比べて、毎日少なくとも父親と
２時間触れ合う子どもたちの方は、知力が高いのみ成らず、仲間たちとも仲良く付き合える。
　（11）年轻人不可能永远年轻。不久即将步入中年，成为公司和国家的中坚力量。唯有使年轻人严格要求自己，公司
和国家才有希望。／参考訳：若者もいつまでも若くはいられない。やがて中年になり会社や国の中核になる。若者に
こそしっかりしてもらわなければ会社も国も将来が危うくなる。）
　学生の訳文では次のようになっている。
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　①若者は永遠に若いことができません。ぼどなく中年に入り、公司と国家の中堅になる。若者に自分で自分を厳格
に要求させてこそ公司と国家は希望があるのです。
　②永遠まで若い人はいないに違いない。若者はそろそろ中年に入り、公司や国の大黒柱になるから、自身に対して
厳しい要求を出すこと抜きに、公司や国には希望が無いだろう。
　③若者は永遠まで若いままでいられません。中年になってから、会社と国家の大黒柱となります。若者が自分に対
して厳格であってこそ、会社と国家の未来に希望に満ちることができます。
　④若者はいつまでも若いままでいるわけがない。まもなく中年の仲間入りをして、会社や国の中堅になる。若者は
自分を厳しく律するこそ、会社や国には希望が生まれる。
　⑤若者はいつまでも若いままでいるわけがない。まもなく中年になり、会社と国の柱になるのだ。若者に厳格に自
分を律してもらってこそ、会社と国の将来性がある。
　参考訳の「若者にこそしっかりしてもらわなければ」のところを学生の訳文①は「自分を要求させ」、②は「自身
に要求を出す」、③は「自分に厳格であって」、④は「自分を律する」ことになっていて、「テモラウ」の不使用になっ
ている。14 名の学生の中で１名だけは⑤のように「若者に自分を律してもらって」になっている。
　上の例から見られるように、修士課程に入った学生でも授受表現を使いこなすまではまだほど遠い。
4. 認知スタンスによる言語使用の相違
　この節では認知スタンスによる言語使用への影響という立場から前掲の用例を分析してみたい。
4.1　中国母語話者の認知スタンス
　2 の先行研究で日本語母語話者の＜主客合一＞的な事態把握と英語母語話者の＜主客対立＞的な事態把握を図示し
た。
　＜主客合一＞的な事態把握の言語では、図 1 の話者が→の示したように、自分のことを言語表現の表示範囲の中に
投入して事態を把握する。そうしたら、多くの場合、「私」は言語化されないのが普通である。＜主客対立＞的な事
態把握の言語では、話者が離れたところで言語表現の表示範囲の中の事態を観察し、事態を把握する。言い換えれ
ば、「話者」である「私」を離れたところで事態の中の一人物として語るのである。先行研究で触れたように、日本
語は「主客合一的把握」型の言語で、「主客対立的把握」型は英語話者の認知スタンスのプロトタイプだと言えよう。
中国語は英語に近い認知のスタンスをしているといわれている。
　おそらくどの言語も絶対にそのどれかと言えないだろうが、筆者は「より」をつけて、中国語は「より主客対立的
把握」型のほうに属されると思う。
4.2　「私」の有標化について
　3.1 の用例で見られたように、中国人日本語学習者の使う日本語の中には「私」が異常に多い。
　このような問題については、近藤・姫野（2012）では次のように説明している。「イマ・ココの主観的把握を好む
日本語母語話者には、事態の中に自身の周りを感覚や知覚で捉え、目や耳で知覚できるもの、認識できるものを言語
化し、知覚できないものは言語化の対象としない傾向がある。通常、われわれの視界には、自分自身は入り込まな
い。自分の体の一部、例えば手足などが見えていることはあるが、たとえ見えていても、通常はそれらを認識するこ
とはなく、言語化の対象にはならない。主観的把握の傾向のある日本語母語話者には、『私』は事態を観察し把握す
る原点であり、認識の対象にならない。『私』は見えないのである。」
　客観的把握の傾向にある中国語母語話者は日本語で表現するとき、学習暦の短い学習者ほどこのようなマイナス
の転移が強く見られるのである。客観的把握の傾向にある中国語母語話者は事態の外から対象を語り、「私」を事態
の中の一員として見ている。「私」を言わなければ、誰のことを言っているのか、不安になるのである。したがって、
自己紹介にしても、自分のことを文章にしても、「私」が頻繁に出てくるのである。
　自己紹介の例を図示すれば、以下のようになる。
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　　　　　　　　　　　　　　　図 3　「主客合一的把握」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「森と申します。」
　自己紹介の場面では、「主客合一的把握」だと、複数の人間が同じ事態の中にいて、自分のことをみんなに紹介す
ることになる。それぞれ自分の名前を名乗るのが当然のことで、わざわざ「私」を強調する必要はない。
それに対して、「主客対立的把握」だと、状態が違ってくるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　図 4　「主客対立的把握」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「私は李と申します。」
　「李」から見れば、これから自己紹介をすることになる。複数の人間は自己紹介の場におかれ、自分のことをほか
の人に紹介する。複数の人間に対しては、「私は李と申します」になるのである。
　例（4）も（5）も図 4 と同じように、「自己 PR」を一つの事態と捉え、自分はどんな人物かをピーアールするので、
「私」は頻繁に使われるのである。
4.3　事態の外にいる自分
　例（6）（7）の「一コマの授業」、「経験」のような無生物は有生物をどうこうするのは日本語の言語習慣に合わな
いといえば、それまでだが、これも「主客対立的把握」の結果から説明がつく。
例（6）で説明しよう。
　　　　　図 5　「主客対立的把握」
　　　　　　　　「大阪大学での一コマの授業は私の考え方を変えたきっかけになりました。」
　話者は大阪大学での勉強は自分にとってどんなものだったかを語る場面になる。したがって、「大阪大学での勉強」
という事態の中に自己を投入して語るのではなく、「大阪大学での勉強」は自分をどうしたのかを語ることになるの
で、「大阪大学での一コマの授業は……」になったわけである。日本語母語話者にとって、違和感を感じる語り方に
はなるが、「主客対立的把握」のスタンスをとる中国人日本語学習者にとっては自然に出てくる語り方になる。
　（8）の「豊かな社会経験は、私に視野を広げさせ……」も同じ道理で説明できる。
　（9）も作者は事態の外から「家」の中で起きたことを語ることになる。すなわち、外から「家」にいる人物の一人
一人のことを描いていく。それで①の「この家から眺めると」となるのである。「この家」で始まったら、手で指し
ながら言っているイメージが強く、たとえ家の中にいても、作者はこの家のメンバーと違う立場に立つことになると
感じられるだろう。②の「週末の夜」と「ある週末の夜」のイメージの相違も同じ道理で説明できるだろう。外から
森
自己紹介の
場面
森
李 自己紹介の場面
話者 大阪大学での勉強
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の観察者なら、常に「これは週末の夜だ」と事態の時間を抑えて、そのときそのときの状況を語っていく必要が出て
くるのである。
4.4　授受表現の不使用
　（10）の「お父さんと遊んでもらえない子どもに比べると」と（11）の「若者にこそしっかりしてもらわなければ」
の中国人日本語学習者の授受表現の不使用も認知スタンスと大いに関係している。
　例（10）を図示してみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 6　「主客合一的把握」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「お父さんと遊んでもらえない子どもに比べると」
　話者は自分のことを事態の中に投入して語る場合、子供が父親と一緒に遊べることは子供の期待することになる。
この事態のありがたさを表すために授受表現の使用が必要になってくる。
図 7　「主客対立的把握」
　話者は単なる事態を語るなら、「父親と 6 時間も遊ばない子供」のように、「父親に遊んでもらう」ありがたみを特
に強調する必要がなくなるので、授受表現を使わなくても不都合がない。それで中国人日本語学習者の言語生活には
日本語母語話者のように授受表現を使う必要がない場合が多いので、日本語の授受表現を使いこなすのが難しいと筆
者は主張したい。
　授受表現の不使用の原因は（11）の説明にも適用する。
５．おわりに
　以上、中国母語話者が使う日本語と日本語母語話者の使う日本語との相違を例に、認知スタンスが言語使用に与え
る影響を観察してきた。結論をまとめると、以下のようになる。
　①認知スタンスが事態把握の型を決定する。
　②中国語はより主客対立的な事態把握型の言語で、記述対象の事態の外からそれを語る。
　③中国人日本語学習者の「私」の多用、無生物を主語にする語り方、授受表現の不使用など、日本語母語話者に違
和感を感じさせる使い方は主客対立的な事態把握と大いに関係がある。
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注
1　 本論文は東京外国語大学で行われた 2013 年、2014 年夏季セミナーでの講演や一連の研究論文をもとにまとめたものである。
2　 ＜主観的把握＞＜客観的把握＞とも呼ばれている。
3　 氏の論文では中国語の位置するところに「？」がついてあるので、筆者は「ようだ」をつけた。
4　 同４。
5　 ⅲの中国語のところに「？」がついていなかった。
6　 刘心武の《远处的霓虹灯》／遠くのネオン《北京晚报》1991.5.18）に載った小説の冒頭の段落。日本語訳は教科書にあった翻訳参考
例である。
7　 →の前の部分は中国語と対応している語彙で，→の後は翻訳参考例の訳文である。以下のところも同じ方法を使っている。
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A Study about the Influence of Cognitive Stance
Bringing to Language Use
—Taking the Japanese Used by Chinese Native Speakers for Example—
Hua Min Zhao（Peking University）
Keyword: cognitive stance; language use; the presence of “I”; inside and outside of the event; Give-receive expression
Cognitive linguistics adopts a perspective which is different from precedent studies. It tends to explain the es-
sential features of language. With the development of cognitive linguistics, we have some new methods to describe 
and analyze the language. This research method is not only suitable for the study of native language, also can be 
used to analyze the misuse of foreign learners. 
This thesis aims to analyze unnatural expressions in Japanese used by Chinese native speakers from the 
perspective of cognitive linguistics. The following conclusions are obtained in this paper: 1.The type of cognitive 
stance decides the way of explanation.2. The Chinese language often explains a target from the outside of the 
event in the way of subject-object opposition.3. Chinese learners normally prefer to use “I”, to descript an event 
with inanimate objects as syntactic subjects, and not to apply Give-Receiving expression, which are mostly due to 
the subject-object opposition in Chinese language but could make Japanese feel confused.
